
語

学

週

間

報

告

……

…

…
…
…
…
…
…
…
…
……

フ
ラ
ン
ス
語
週
間

コ
ー
ス
主
任

阿
南
婦
美
代

………

……

…
…
…
…
…
…
…
…
……

中
国
語
週
間

中
国
語
中
国
文
化
コ
ー
ス

コ
ー
ス
主
任

三
枝

裕
美

………

……

…
…
…
…
…
…
…
…
……

ド
イ
ツ
語
週
間

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
化
コ
ー
ス

コ
ー
ス
主
任

山
口

慶
子

２
０
０
６
年
１１
月
１
日
〜
７
日

フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化

コ
ー
ス
で
は
、
２
０
０
１
年
の
１１

月
に
フ
ラ
ン
ス
語
週
間
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
ん
で
い
る
学
生
が
毎
日
テ
ー

マ
（
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
、
伝
統
文

化
な
ど
）
を
決
め
て
調
査
し
、
自

ら
体
験
し
、
ま
た
外
部
に
も
広
く

紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

２
０
０
６
年
度
は
第
６
回
を
実
施

し
ま
し
た
。
活
動
テ
ー
マ
ご
と
に

担
当
を
決
め
、
一
週
間
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
が
参
加
し
、
学
年
を
越
え
て
協

力
し
合
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
週
間
の
ス
タ
ー
ト

は
も
ち
ろ
ん
料
理
、
指
導
を
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
プ
ロ
の
方
に
お
願
い

し
、
担
当
者
が
試
作
を
実
施
し
、

当
日
８０
食
程
の
昼
食
を
用
意
し
ま

す
。
今
年
も
お
い
し
い
料
理
が
出

来
上
が
り
、
学
長
や
理
事
長
、
教

員
も
学
生
と

一
緒
に
食
事

を
取
る
よ
い

機
会
で
し
た
。

一
週
間
継

続
す
る
行
事

は
ポ
ス
タ
ー

と
フ
ラ
ン
ス

の
写
真
展
示
で
す
が
、
ポ
ス
タ
ー

は
学
生
が
関
心
の
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
調
べ
た
も
の
、
写
真
は
留
学

中
に
撮
っ
た
写
真
を
地
方
別
や

テ
ー
マ
別
に
分
類
し
て
展
示
し
ま

す
。
人
気
の
あ
る
写
真
を
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
に
し
て
販
売
す
る
と
、
す

ぐ
に
売
切
れ
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
週
間
で
は
こ
の
行

事
の
成
功
の
た
め
に
、
学
生
た
ち

が
話
し
合
い
、
工
夫
し
、
協
力
し

て
い
ま
す
。
そ
の
努
力
の
中
で
学

ぶ
こ
と
は
大
き
く
、
学
生
た
ち
は

自
ら
の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
週
間
の
締
め
括
り

は
学
生
た
ち
の
企
画
す
る
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
と
終
了
式
。
フ
ラ
ン
ス
語

教
員
は
学
生
た
ち
を
表
彰
す
る
賞

を
用
意
し
ま
す
。
当
初
は
教
員
が

学
生
に
賞
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
大

学
完
成
年
度
の
４
年
生
の
希
望
で
、

上
級
生
が
下
級
生
に
賞
を
あ
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
賞
に
は
、

出
版
社
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
参
考
書
や
辞
書
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
始
め

た
ば
か
り
の
学
生
た
ち
は
「
フ
ラ

ン
ス
語
の
勉
強
を
一
層
頑
張
ろ

う
」
と
思
う
よ
う
で
す
。

教
員
主
導
で
始
め
た
こ
の
行
事

は
今
で
は
す
っ
か
り
コ
ー
ス
の
学

生
た
ち
の
行
事
と
し
て
成
長
し
、

定
着
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
１１
月
２
日
〜
４
日

二
〇
〇
六
年
度
中
国
語
週
間
は
、

コ
ー
ス
内
の
上
級
生
と
下
級
生
の

ふ
れ
あ
い
、
中
国
語
の
能
力
の
向

上
、
コ
ー
ス
外
の
学
生
へ
の
中
国

紹
介
を
主
旨
と
し
て
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月
二
、
三
、
四
日
、
十
六

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
施
項
目：

１
）
学
習
の
体
験
談
、
留
学
の
体

験
談
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
体
験
談
、

「
漢
語
橋
」
ビ
デ
オ
上
映

２
）
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル

３
）
中
国
映
画
上
映

「
中
国
雑

技
精
華
」「
太
極
張
三
豊
」

４
）
中
国
の
都
市
の
紹
介
ビ
デ
オ

放
映

５
）
文
芸
表
演

四
年
生
の
歓
送

別
会

歌
、
踊
り
、
詩
の
朗
読

６
）講
演
会「
中
国
語
の
面
白
さ
」

長
崎
大
学
教
授

楊

暁
安

と
り
わ
け
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
一
年
生
十
三
名
、
二
、
三
、
四

年
生
各
三
名
、
計
二
十
二
名
も
の

多
数
の
発
表

が
あ
り
、
高

度
な
内
容
に

挑
戦
し
、
学

習
の
成
果
を

披
露
し
て
く

れ
た
こ
と
が

印
象
に
残
り

ま
し
た
。
四

年
生
の
歓
送

別
会
で
の
歌
や
詩
の
朗
読
等
も
熱

心
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
見
て

と
れ
ま
し
た
。
講
演
会
の
話
も
た

い
へ
ん
面
白
く
、
知
的
刺
激
を
受

け
て
い
た
よ
う
で
す
。

２
０
０
７
年
１
月
１５
日
〜
１９
日

ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
で
は
年
間
い

く
つ
か
の
大
き
な
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
講
演
会
、
伊
王
島
研
修
、

外
語
祭
、
ド
イ
ツ
語
検
定
な
ど
で

す
が
、
１
年
の
締
め
く
く
り
、
一

番
最
後
に
行
う
の
が
「
ド
イ
ツ
語

週
間
」
で
す
。
１
月
中
旬
の
４
日

間
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
映
画
上
映
、

ゲ
ー
ム
、
カ
ー
ニ
バ
ル
仮
装
大
会
、

ド
イ
ツ
・
ラ
ン
チ
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
月
中
旬
は
学
年
末
の
定
期
試

験
直
前
な
の
で
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
も
の
と
も
せ
ず
学
生
た
ち
は

４
日
間
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま

す
。（
試
験
も
頑
張
り
ま
す
！
）

本
学
一
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
、
学

生
た
ち
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
が

所
狭
し
と
飾
ら
れ
ま
す
。
ド
イ
ツ

ビ
ー
ル
か
ら
哲
学
者
の
素
顔
ま
で
、

一
通
り
目
を
通
す
と
、
ド
イ
ツ
に

つ
い
て
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
で
も
一

応
の
薀
蓄
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

ベ
ニ
ス
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
日
本

で
も
有
名
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
多

分
ケ
ル
ン
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
最
も

有
名
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
カ
ー

ニ
バ
ル
は
ド
イ
ツ
流
に
倣
っ
て
、

仮
装
、
男
性
の
ネ
ク
タ
イ
カ
ッ
ト
、

教
室
で
の
飴
撒
き
な
ど
を
し
ま
す
。

今
年
の
仮
装
の
出
色
は
、
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
（
ド
イ
ツ
語

若
手
教
員
）、
セ
ー
ラ
ー
服
に
馬

の
被
り
物
（
女
子
学
生
）、
生
ま

れ
た
国
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く

な
る
顔
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
ほ

ぼ
全
員
）、
な
ど
な
ど
で
し
た
。

仮
装
は
見
る

人
よ
り
や
っ

て
い
る
本
人

が
一
番
楽
し

む
も
の
で
す

ね
。最

終
日
に

は
和
や
か
に

ド
イ
ツ
ラ
ン

チ
で
談
笑
し

ま
す
。
今
年

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
サ
ー
モ
ン
の
テ

リ
ー
ヌ
、鶏
の
フ
リ
カ
ッ
セ
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
で
し
た
。
お
い

し
も
の
を
食
べ
、
幸
せ
な
気
分
で

ま
た
来
年
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
す
。

異
文
化
を
体
感
す
る
４
日
間
で
、

さ
ら
に
ド
イ
ツ
が
身
近
に
な
る
、

そ
ん
な
期
待
で
毎
年
ド
イ
ツ
語
週

間
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
発
展
さ
せ
て
、
誰
も
が
知

る
外
大
の
名
物
行
事
に
し
た
い
と

コ
ー
ス
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

２００７年４月１０日ぶ ど う の 樹� 第 ２ 号５



関
西
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
祭

第
三
回
フ
ラ
ン
ス
語
弁
論
大
会

第
二
七
回

長
崎
県
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル

［あの人は今］ 長
崎
外
国
語
大
学
・
長
崎
外
国

語
短
期
大
学
で
は
、
教
員
の
研
究

成
果
を
広
く
内
外
に
紹
介
す
る
た

め
、
毎
年
『
長
崎
外
大
論
叢
』
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
第
一

〇
号
を
数
え
、
ま
た
六
十
周
年
記

念
号
と
し
て
多
く
の
教
員
が
寄
稿

し
て
い
ま
す
。
巻
頭
に
は
本
学
と

も
ゆ
か
り
の
深
い
緒
方
純
雄
同
志

社
大
学
名
誉
教
授
の
手
に
な
る
本

学
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
で
の
記
念
説
教
を
お
さ

め
、
以
下
本
学
教
員
二
十

九
名
の
論
文
を
掲
載
し
て
、

約
四
百
頁
と
い
う
刊
行
以

来
最
大
の
内
容
量
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
閲
覧
の
た
め
準
備
中

で
す
。

寄
稿
者
一
覧
（
掲
載
順
、
職
名
・

所
属
は
発
刊
時
点
の
も
の
）

緒
方
純
雄
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、
相
澤

興
一
教
授
、
新
井
信
之
教
授
、
磯
部
靖
助

教
授
、
井
上
亜
依
講
師
、
大
岩
秀
紀
助
教

授
、
岡
部
悦
子
講
師
、
加
島
巧
教
授
、
木

原
直
美
講
師
、
後
藤
靖
宏
教
授
、
小
鳥
居

伸
介
教
授
、
小
西
哲
郎
宗
教
主
任
・
助
教

授
、
三
枝
裕
美
助
教
授
、
堺
雅
志
助
教
授
、

関
き
み
子
講
師
、
高
橋
美
知
子
講
師
、
藤

内
則
光
助
教
授
、
松
本
充
豊
助
教
授
、
山

川
欣
也
教
授
、
横
山
悌
志
教
授
、
池
玉
杰

教
授
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
講
師
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
ホ
ド
ソ
ン
講
師
、
川

島
浩
勝
助
教
授
、
ロ
レ
ッ
タ
・
ロ
レ
ン
ツ

教
授
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
Ｓ
・
フ
ラ
ー
講

師
、
サ
イ
モ
ン
・
Ｇ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
講

師
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
マ
ラ
助
教
授
、
マ

リ
ー
・
ル
ー
ス
講
師
、
ミ
ゲ
ル
・
ア
ヤ
ラ

講
師

語
学
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
紹
介

本
学
で
は
、
学
生
に
積
極
的
な

語
学
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
勧

め
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

「
語
学
力
」
が
「
人
間
力
」
へ
変

わ
る
一
端
を
経
験
で
き
る
良
い
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
の
学
生

は
様
々
な
語
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。（
学
年
は
２
０

０
６
年
度
）

二
〇
〇
七
年
三
月
十
七
日
�
開
催

関
西
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
祭
実
行

委
員
会
（
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
大

阪
日
仏
セ
ン
タ
ー
、
カ
ナ
ダ
領
事

館
他
）
主
催

優
勝

仁
田
野
舞
子
さ
ん（
三
年
）

二
位

倉
松

宏
美
さ
ん（
三
年
）

四
位

川
原

拓
也
さ
ん（
三
年
）

※
関
西
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
祭
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
弁
論
大
会
で
す
。

昨
年
の
本
学
学
生
の
優
勝
に
引
き
続
き

２
年
連
続
優
勝
者
を
出
す
快
挙
と
な
り

ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
三
名
全
員
が
入

賞
し
、
本
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
を
全

国
に
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
三
月
十
八
日
�
開
催

長
崎
県
日
中
親
善
協
議
会
主
催

上
級
・
最
優
秀
賞

福
島

彩
子
さ
ん（
三
年
）

初
級
・
優
秀
賞

和
田

秋
奈
さ
ん（
一
年
）

和
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
―
老
若
を

問
わ
ず
色
々
な
方
が
出
場
し
て
い

て
、
高
度
な
内
容
に
大
き
な
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
準
備
に
は
寮
に

い
る
留
学
生
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
後
一
層
努
力
し
て

中
国
語
の
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
福
島
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
は
次

号
掲
載
予
定
で
す
。）

※
一
九
七
九
年
の
長
崎
―
上
海
間
定
期

航
空
路
開
設
を
記
念
し
て
、
八
〇
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
級
と

上
級
に
分
か
れ
て
課
題
文
の
暗
唱
や
ス

ピ
ー
チ
、
質
問
員
と
の
会
話
が
総
合
的

に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

～～～～～～～～～～～～同同同同同同同同同同同同窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓生生生生生生生生生生生生、、、、、、、、、、、、教教教教教教教教教教教教員員員員員員員員員員員員のののののののののののの顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔
���������������������同窓会会長 吉田親生さん

今回紹介するのは、１９５４（昭和２９）年
卒業の３期生で、本学を卒業した１１，３２５
名を束ねる同窓会会長の吉田親生さん。
現在、�酒の吉田屋取締役会長として長
崎県内外で広くご活躍中である。吉田さんは、卒業後は、
早逝されたお父上に代わって家業を継いで、時代の流れ
に即応した経営基盤の充実に努力を重ね、年商１０億を上
げる企業へと成長させた。吉田さんは生まれも育ちも長
崎市で生粋の長崎っ子である。有名な新地中華街近くの
籠町にある社屋は、吉田さんが４０歳の時に建てたそうで、
その後増築されて現在の自宅兼会社ビルとなっている。
代々地域に根ざした活動を続けられ、広場場商店街振興
会長及び長崎市商店街連合会常務理事として全市的な連
携を図り、長崎市消防第１２分団会長として、長く地域の
防火・防犯等安全と安心を守るために奉仕されておられ
る。２月のランタン祭りでは近くの新地湊公園が会場に
なることもあって、裏方として祭りを支え、出店を出す
留学生には電気・水道などを無償で提供している。さら
に長崎っ子の血を沸かす長崎くんちでは、踊町として籠
町の「龍踊り」を守り、その
伝統を子、孫へと引き継ぎ、
ご自身もなお若い血をたぎら
せておられる。ご自身は“無
口で小心”と謙遜に自己評価
されるが、話す声は大きく、
語る言葉は人生の辛酸を知り
尽くした者の含蓄のある話しぶりで周囲を頷かせる。ご
自身は根っからの仏教徒と称されるが、地域の奉仕や活
動のありようを拝見するにつけ、かって長崎外国語短期
大学で学ばれた時のキリスト教主義教育の建学の精神が
そのまま“世の光、地の塩”の人生として体現して生き
ておられることを強く感じさせられた。ご趣味はゴルフ
で、ゴルフ歴４６年と言う。ゴルフ愛好者なら誰でも羨望
のシングルプレイヤーを４３年間維持し続け、現在でもな
おハンディ９の腕前を誇っている。企業の益々のご繁栄

と吉田会長のご健勝を祈りたい。
ＰＳ：ご長男で�酒の吉田屋代表
取締役である淳介氏はフランスか
らシュバリエ・ド・バン・ド・カ
スティヨンの称号を認定され、奥
様共々日本ソムリエ協会認定ワイ
ンアドバイザ－であることはよく
知られている。
（取材と文は事務局土井、写真
は吉田会長提供）

『
長
崎
外
大
論
叢
』
第
一
〇
号

〜
創
立
六
十
周
年
記
念
号
〜

第 ２ 号 �６ぶ ど う の 樹２００７年４月１０日
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１階／事務所（受付）・コミュニティホール（テレビ・新聞・公衆
電話・光通信パソコン４台設置）・食堂・自動販売機・コインラン
ドリー・メールボックス・掲示板

合計３２８個室

２階～６階／居室―各階４６個室
７階／居室―４２個室
８階／居室―３４個室
９階／居室―２２個室

平日 ＡＭ７：００～８：３０
土曜 ＡＭ７：００～８：３０
日曜・祭日 ＡＭ８：００～９：３０
（毎日） ＰＭ６：００～ＰＭ８：００
※時間外食事ＰＭ１１：３０まで可能

朝 食 時 間

夕 食 時 間

６０，０００～３０，０００円（入寮時返金不可）
※所属年次によって入寮金が異なります
月額４３，０００円
月額２０，０００円 （４～７月、１０～翌１月）
１０，０００円 （翌２月）

（食費のみ総額１７０，０００円 一食あたり約３３４円）

入 寮 金

寮 費
食 費

��������

４月～翌２月（８月は７月、３月は２月、９月は１０月に合同開催：
各月に誕生日を迎える皆さんにケーキとメッセージカード・プレゼ
ントを贈呈）
催し物

長崎外国語大学・短期大学 フラメンコ部
長崎外国語大学・短期大学 重音楽部
長崎外国語大学・短期大学 軽音楽部
長崎外国語大学学生

県立長崎シーボルト大学 軽音楽部
（３グループ出演）
芳篤会（よしあつかい） 時津・横尾地
区津軽三味線石井流 石井秀武さん
ギターデュオ「美月（うづき）」

フラメンコ
バンド演奏
バンド演奏
ピアノ演奏
ギター演奏
バンド演奏

民謡舞踏
津軽三味線
ギター演奏

１０／２６
１１／２２
１２／１４

１２／２１
クリスマス会
２００７
１／１８
２／９

アアンンペペロロスス通通信信
アンペロス寮は長崎外国語大学・短期大学の女子学生

寮です。自宅を離れて学生生活を送る学生たちのために、
大学・短期大学キャンパスの隣接地に設けられています。
全国各地から集まる仲間たちと交友し、互いに刺激を

受けながら規律正しく過ごす寮生活は、とても充実した
一生の財産となることでしょう。
アンペロス寮では、交流の場ということと同時にプラ

イバシーについても配慮されています（全室ワンルーム
マンション形式の個人部屋）ので、一人の時間も有意義
に過ごすことができます。

■アンペロス寮（女子学生寮）■
名前の由来について―アンペロスとはギリシャ語で「ぶどうの
木」という意味です。聖書に記された内容に由来するもので、み
なさんが豊かで実りある学生生活を送れるように、という願いが
込められています。
■施設の概要■

■室内設備（全個室）■
ベッド（引き出し付）、机、椅子、カーテン、ユニットバス、ト
イレ、流し台、電気コンロ、電話、下駄箱、クローゼット、冷暖
房（エアコン）―光熱費・電話料は本人負担
■インターネット■
各部屋からインターネットに接続できます。どんなに使用しても
月額１，０００円です（インターネット接続時に使用する電話料を含
む（任意））。プロバイダー契約も不要で、非常に格安で有利に利
用できます。
情報収集・就職活動等に大変便利です。ぜひ活用してください。
■事務局■
年間２４時間体制で職員を配置しています。病気対応はいつの時間
帯でもできます。また、宅配便等の受取や発送もしています。そ
のほかさまざまな事態に対応して、寮生活を送るみなさんに安心
を提供しています。
■食事■
管理栄養士の献立表にもとづいて、専門コックが食事を作ります。
準備しているのは朝食と夕食で、いずれもバイキング形式となっ
ています。

■諸費用■

■入寮の手引き■
○対象―長崎外国語大学・長崎外国語短期大学の女子学生、長崎
市内・西彼杵郡内等の大学・短期大学に通学する女子学生
・入寮時には入寮申込書やそのほか必要書類を提出していただき

ます（提出先：寮受付または長崎外国語大学・短期大学学生支援
室学生係）。
・年度中途の退寮は認めていませんが、入寮は各月ごとに可能で
す（入寮希望２週間前くらいまでに
申し込んでください）。
■問い合わせ先■
長崎外国語大学・短期大学
アンペロス寮０９５－８８１－３１００
学生支援室寮務係０９５－８４０－２００２
E-mail:amperes@tc.Nagasaki-gaigo.ac.jp

２００６年度アンペロス誕生会報告
アンペロス寮では２００６年度からはじめた誕生会（各月開催、但
し３月分は２月分と同時開催）を皆さんにより楽しんでもらうた
めに１０月から催し物を実施しています。

□寮母さんからのことば□
誕生会で催し物を始めた理由として、今までよりもっと寮生皆
が同じ空間で楽しむ事ができ「アンペロス寮に入って良かっ
た！」「入ってみたい！」 との声がもっと広がってほしいとい
う想いからです。
まずは心に残る企画にしようという目標に向かって、手さぐり
ながらチャレンジしました。
初めに、出席してもらえるよう１人１人の誕生日カードに一言
書き添えました。そしてポスター作り、会場作り、１番大変だっ
たのが出演者でした。そんな時一人の生徒さんに声を掛けた所フ
ラメンコをサークルの皆で踊ってくれるという事でした。これが
きっかけで１１月・１２月と寮生の人たちの口コミから外大・短大・
シーボルト・九医学の生徒さんたちに伝わり、友達から友達また
その知り合いなどと、学校の垣根を越えてアンペロス寮の誕生会
に、気軽に出演して頂けるようになりました。（本当に有難いで
す！）
皆、時には静かに時には笑顔で、また時には踊りまくったり！
皆の表情を見ていると嬉しくて、催し物をやって良かった！と
思っています。
また、これをきっかけに「あまり話した事とかない人と友達に
なった！」とか、留学生の人たちは「日本に来て初めて見ました。
感動しました！」等の声を聞くと嬉しさも２倍です。おかげで私
達寮母も以前にも増して皆と交流ができ、嬉しかった事や悩み事
等も話しに来てくれる事が多くなりました。
これからも１ヵ月に１回ではありますが、皆の声を聞きながら、
学生生活及び寮生活が楽しく、思い出に残るような誕生会にして
行きたいと思っています。
□出演者募集！！□
アンペロス寮では月に一度誕生会を催していますが、その際お
祝いのためのステージ出演していただく方を募集しています。対

象はバンド演奏、ソロ楽器演奏、ピ
アノ弾き語り、舞踊などです。くわ
しくはアンペロス寮（０９５－８８１－
３１００）へお問い合わせください。

２００７年４月１０日ぶ ど う の 樹� 第 ２ 号７



編

集

後

記

御

礼

平
成
十
八
年
度
第
三
回
長
崎
外
国
語
大
学

第
五
十
六
回
長
崎
外
国
語
短
期
大
学

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

日
時：

平
成
十
九
年
三
月
十
六
日
�

十
時
三
十
分
よ
り

場
所：

と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル

開
式
後
、
前
奏
・
讃
美
歌
斉
唱
・
聖
書

朗
読
・
祈
祷
の
の
ち
大
学
・
短
期
大
学

の
卒
業
生
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
に
よ
る
式
辞
が

あ
っ
た
後
、
卒
業
生
に
対
し
て
同
窓
会

長
か
ら
の
祝
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
在
学
生
代
表
に
よ
る
送
辞
、
卒
業

生
代
表
に
よ
る
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
卒

業
生
か
ら
卒
業
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
讃
美
歌
合
唱
・
後
奏
を
も
っ
て
卒

業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
は
閉
式
し
ま

し
た
。
式
後
場
所
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長

崎
に
移
し
、
卒
業
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
語
学
の
高
い
目

標
を
達
成
し
た
学
生
に
送
ら
れ
る
学
長

奨
励
賞
の
授
与
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
・
短
大
時
代
を
共
に
し
た
学
友
と

思
い
出
を
語
ら
い
、
互
い
の
門
出
を
祝

う
場
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度

第
七
回
長
崎
外
国
語
大
学

第
五
十
八
回
長
崎
外
国
語
短
期
大
学

入
学
式

日
時：
平
成
十
九
年
四
月
二
日
�

十
時
よ
り

場
所：

本
学
ホ
ー
ル

【
式
次
第
】
開
式
・
前
奏
・
讃
美
歌
斉

唱
・
聖
書
朗
読
・
祈
祷
・
学
長
式
辞
・

新
入
生
の
誓
い
・
讃
美
歌
斉
唱
・
後
奏

※
式
終
了
後
大
学
・
短
大
保
護
者
懇
談

会
開
催
。

※
本
年
度
は
保
護
者
の
皆
様
の
要
望
も

強
か
っ
た
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
以
来

初
め
て
本
学
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
号
に
掲
載
致
し
ま
す
）

ア
メ
リ
カ
、
シ
カ
ゴ
生
ま
れ
の

ロ
レ
ッ
タ
・
ロ
レ
ン
ツ
教
授
。
変

わ
ら
な
い
微
笑
み
が
印
象
的
で
あ

る
。
も
し
英
語
が
４０
％
以
下
の
理

解
で
あ
っ
て
も
笑
顔
と
努
力
を
忘

れ
な
け
れ
ば
す
ぐ
進
歩
す
る
よ
と

笑
顔
で
語
り
か
け
る
先
生
。
優
し

い
人
柄
は
、
在
校
生
は
勿
論
二
十

年
も
の
間
卒
業
生
か
ら
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
き
た
。
今
後
は
非
常

勤
講
師
と
し
て
引
き
続
き
本
学
で

教
え
ら
れ
る
。

大
学
で
四
年
間
奉
職
さ
れ
た
日

本
語
コ
ー
ス
の
岡
部
講
師
。
留
学

生
の
心
強
い
味
方
。
先
生
も
ま
た

笑
顔
が
素
敵
な
方
で
あ
る
。
新
婚

ホ
ヤ
ホ
ヤ
で
愛
す
る
旦
那
様
が
待

つ
地
元
の
千
葉
県
へ
戻
ら
れ
る
。

今
後
は
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
で
同
じ
く
留
学
生

に
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
。

大
学
で
二
年
間
奉
職
さ
れ
た
英

語
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
の
高
橋
講
師
。

小
柄
な
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
ア
メ
リ
カ
文
学

を
語
り
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
笑
顔
で

学
生
達
を
魅
了
し
た
。
今
後
は
古

巣
の
福
岡
大
学
に
移
っ
て
教
鞭
を

と
ら
れ
る
。

外
国
人
講
師
フ
ラ
ン
ス
語
の
マ

リ
ー
ル
ー
ス
先
生
、
英
語
の
ジ
ェ

フ
リ
ー
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
も
そ
れ

ぞ
れ
母
国
の
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ

へ
帰
国
さ
れ
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

師
と
し
て
学
生
達
に
国
際
交
流
の

心
を
根
付
か
せ
る
大
き
な
役
割
を

果
た
さ
れ
た
。

別
れ
は
い
つ
も
寂
し
い
。
ま
た

会
う
日
ま
で
神
の
恵
み
た
え
せ
ず

共
に
あ
れ
（
讃
２１
／
４
６
５
番
）

◆
新
規
奨
学
金
制
度

長
崎
外
国
語
大
学
・
短
期
大
学
で
は
、

新
年
度
か
ら
の
新
奨
学
金
制
度
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

創
立
六
十
周
年
記
念
奨
学
金
制
度
（
短

期
大
学
）

入
学
後
の
英
語
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ

ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
五
名

に
三
十
万
円
（
年
間
教
育
充
実
費
相

当
）
の
奨
学
金
を
授
与
し
ま
す
。
短
大

生
対
象
（
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試
合
格
者

を
除
く
）
で
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
実

施
し
ま
す
。

授
業
料
奨
学
融
資
制
度
（
大
学
・
短
期

大
学
）

大
学
４
年
次
及
び
短
期
大
学
２
年
次

在
籍
学
生
を
対
象
に
提
携
銀
行
か
ら
の

融
資
額
（
大
学
４
年
次
秋
学
期
授
業
料

相
当
分
）
の
利
子
の
半
年
分
を
当
該
年

次
最
後
の
月
ま
で
本
学
が
負
担
し
ま
す
。

今
年
度
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
の
実
施
が

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
低

年
次
か
ら
の
適
用
も
検
討
中
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試
奨

学
金
や
派
遣
留
学
奨
学
金
、
勤
労
奨
学

生
制
度
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
が
、
金

額
や
受
給
資
格
・
人
数
等
に
変
更
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
以
下
は
現
在
検
討
中
の
も
の
で
す
）

◇
長
崎
外
国
語
大
学
及
び
長
崎
外
国
語

短
期
大
学
の
卒
業
生
・
在
籍
学
生
の
親

族
に
関
す
る
入
学
金
減
免
制
度
（
仮

称：

大
学
・
短
期
大
学
―
長
崎
外
国
語

短
期
大
学
・
大
学
の
卒
業
生
及
び
在
籍

学
生
の
２
親
等
以
内
の
親
族
で
大
学
ま

た
は
短
期
大
学
へ
入
学
を
認
め
ら
れ
た

方
を
対
象
の
制
度
）

◇
優
良
学
生
支
援
奨
学
金
制
度
（
仮

称：

大
学
・
短
期
大
学
―
優
秀
な
成
績

を
修
め
て
い
る
学
生
で
、
経
済
的
支
援

を
要
す
る
と
本
学
か
ら
認
め
ら
れ
た
学

生
へ
の
奨
学
金
制
度
）

◇
特
別
奨
学
金
（
第
Ⅰ
種
、
第
Ⅱ
種
）

（
仮
称：

大
学
―
大
学
へ
の
推
薦
入
試

合
格
者
お
よ
び
Ａ
Ｏ
入
試
で
早
期
に
合

格
し
た
方
が
対
象
の
奨
学
金
制
度
）

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
私
達
の
成
熟
社
会
で
は
、
言
葉
遣

い
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
構
成
、
思
想
信
条
の

形
成
に
至
る
諸
行
為
に
規
範
意
識
が
希
薄
化
し

て
い
る
。
円
滑
な
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�

に
は
、
広
範
な
蓋
然
性
を
縮
減
す
る
諸
条
件
が

必
要
だ
が
、
こ
こ
で
新
た
な
規
範
の
要
請
は
無

意
味
だ
。
何
れ
に
せ
よ
成
立
後
に
も
微
細
な
能

記
と
所
記
の
誤
接
続
（
誤
配
）
は
生
じ
る
の
で

あ
り
、巷
間
に
膾
炙
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
不
全
」と
は
、�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�

の
斯
様
な
原
理
的
論
理
的
（
不
）
可
能
性
に
大

き
く
依
拠
す
る
。
而
し
て
か
の
営
為
は
シ
ジ
ュ

フ
ォ
ス
の
徒
労
に
近
似
す
る
（
不
条
理
自
体
が

交
換
・
消
費
さ
れ
得
る
）。
そ
し
て
そ
の
軋
轢

は
拡
大
し
、
現
状
如
何
な
る
知
識
の
多
寡
が
問

題
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

世
界
は
そ
の
「
量
」
が
「
質
」
を
凌
駕
す
る
こ

と
を
示
唆
す
る
が
、
翻
っ
て
個
々
人
の
�
現
実

の
�
振
舞
い
で
は
、
情
報
化
社
会
の
有
り
様
を

踏
ま
え
、
言
わ
れ
た
こ
と
そ
れ
自
体
よ
り
も
伝

達
の
精
度
を
注
視
す
る
第
二
段
階
の
「
質
」
の

希
求
が
問
題
と
な
る
。
教
育
・
研
究
で
の
知
的

生
産
力
の
向
上
は
、畢
竟�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
�
の
精
度
の
高
ま
り
と
等
価
だ
。
で
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
。
さ
し
あ
た
り
原
理
的
な

（
不
）
可
能
性
を
含
意
し
つ
つ
、
各
伝
達
・
交

換
の
所
与
を
事
実
確
認
的
に
も
遂
行
的
に
も
効

果
的
に
編
成
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
終
的
に

増
殖
・
拡
大
し
た
諸
行
為
の
論
理
的
蓋
然
性
を

美
学
的
・
倫
理
的
な
る
も
の
へ
と
接
続
す
る
こ

と
が
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
と
い
う
こ
と

ば
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。（
洲
加
本
）

長
崎
市
横
尾
連
合
会
（
会
長
緒
方
冨
昭
氏
）
は
、

長
崎
市
に
強
く
要
望
し
て
、
暗
か
っ
た
本
学
ア

ン
ペ
ロ
ス
寮
沿
い
の
道
路
を
夜
間
往
復
す
る
学

生
の
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
沿
い
の
街
灯
を

明
る
く
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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